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論 文 内 容 の 要 旨
古 くから末梢神経麻樺に対 して低周波治療が行なわれてきたことは周知の事実であるが, 従来の低周波
治軌 ま平流治療器で行なわれたものでその基礎的な理論は, Priigel の撃縮法則に基づいている｡ しかる
に1949年鈴木は Priigelの電気緊張に関する学説が通電の初期にのみ成立するもので, 断続的もしくは長
時間通電する場合には成立 しないことを明らかにした｡ すなわち陰極下では, かえって闇値の上昇を来た





実験方法は幼若家兎の坐骨神経幹を切断縫合して術後 3 - 4 日から排腸筋腹および坐骨神経縫合部中枢
側に低周直角脈波通電を行なった｡ 前者をA 群, 後者を B 群 とし, 無処置群を対照群 として各群の誹腸筋
について術後 1 遇から 6 か月にわたって筋電図学的に, 生理学的に等張性撃縮反応を, また組織学的にそ
れぞれ検索して次の結果を得た｡
筋電図学的には通電群は無処置群に比して F ibrillation voltage の早期発現は観察されなかった｡ 術後
2週- 3週では通電群に F ibrillation voltage の振幅および頻度に増加傾向がみられたが C om plex N M U
voltage は対照群 と同様, 術後42日目に初めて発現し, 通電群における早期出現はみられなかった｡ また
norm a一N M U voltage は通電A 群, B 群 ともに対照群に比 して高い振幅 (500- 600iL V olt) を有するも
のが多 くみられた｡ 特にA 群では著明であった｡ 坐骨神経幹および神経終末の鍛錬染色ならびに Spielm -
yer 氏髄鞘染色による組織所見では, 対照群でも通電群でも術後 2週で再生軸索が縫合部を通過 し, 術後





反応を示した｡ すなわちA 群では術後51日目にB 群では術後48日昌にそれぞれ反応を示し, 対照群よりそ
れぞれ 9 日, 12日早くみられた｡ また術後 2 か月における通電群の撃縮反応は対照群とは著るしく趣を異
にしている｡ すなわち対照群では各刺激点において悉無律的な反応を示して, 刺激閲値と極大刺激閲値と
の弁別が困難であるのに対し, 通電群では共に各刺激点で連続的な増加を示し, 両閥値問の弁別は容易で
あった｡ また極大刺激閥値の回復率は通電A 群, B 群で対照群に比して各々9 % , 5 % 優位であった｡ 爾
後の回復率においても通電群は対照群に比して優位であり, A 群はB 群に比してやや良好であった｡ すな
わち通電群では筋機能の回復の促進がみられた｡ H ･ E 染色による筋組織所見でも, 筋核および間質結合
織の増殖が通電A 群, B 群ともに対照群に比して軽度であり, 筋線維の萎縮傾向も対照群に比して軽度で





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
低周直角脈波は末梢神経麻痔および中枢神経麻樺の治療に広く応用されてはいるが, 末梢神経の再生と
筋機能回復に対する効果についての実験的裏付けはきわめてとばしいので, 著者は実験的にこれを検討す
るため, 家兎の坐骨神経を切断縫合して, 術後 3 - 4 日目から馴腹筋および神経縫合部中枢側に低周直角
脈波通電を行ない, 1週から6 か月にわたり筋電図学的検査ならびに等張性轡縮反応の検査を行ない, ま
た筋, 神経の組織学的検査をもあわせ行なって無処置対照群と比較検討した｡
その結果, 低周直角脈波通電は神経線維の変性および再生に対しては何等の影響をもおよばさないが,
感応電流による等張性撃縮反応では低周直角脈波通電を行なったものは対照群に比して筋機能回復が促進
されることが知られ, 組織学的検査において通電群は対照に比し筋線維の萎縮傾向が軽度であることを知
った ｡
以上の実験成績から低周直角脈波通電は神経線維の再生には何等の影響をもおよばさないが, 神経再支
配の起こるまで筋の萎縮変性を可及的に防LL して爾後の筋機能の回復を促進するのに役立つものであると
の見解に到達した｡
このように本論文は学術的に有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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